




























ける阿蘇地方の調査と研究の成り立ちと現在を Aso 1.0 と Aso 2.0 の二部構成で紹介・解説す
ることを目的にしている。構成上、それぞれの前提となる背景的な情報を提供し、主要部とな
















最初の阿蘇研究の時期をプロジェクトが始まった 1967 年から 1976 年頃までと定義する。Aso 
1.0 の終了期は曖昧であり、同時に 1982 年頃に終了したという解釈も可能であるが、とりあえ
ずプロジェクトの中核メンバーとして活躍したクライナー・ヨーゼフが籍をヴィーン大学から
ドイツのボン大学に移した年に設定した。一方で、1982 年頃を終期と定義づける根拠は、その


































































いた。また、もう一つ、特にミシガン大学博士課程生によって 1950 年～ 1955 年にかけて行わ


























2.2．1968 ／ 69 年の阿蘇調査（Aso 1.0）
　1967 年の夏、ヴィーン大学の新しい日本学研究所において九州の中央に位置する阿蘇地域に




























は阿蘇調査に関する 3 つの論文集が日本学研究所の機関誌「Beiträge zur Japanologie」にお
いて三巻からなるシリーズ「Aso. Vergangenheit und Gegenwart eines ländlichen Raumes in 
Südjapan」（阿蘇：日本南部にある地方の過去と現在）として刊行された。（Slawik et al. 1975, 
Pauer 1976, Slawik and Linhart 1982）これらのは以下の内容となっている（著者は次の通り
に略した：スラヴィック =S、クライナー =K、リンハルト =L、パウダー =P。また、上記の
三巻は ASO I ～ III と略した）：
 ASO I（Slawik et al. 1975）
  - 序説（S、K、L、P）
   - リサーチ・クェスチョンと計画
   - 実行
  - 主要部
   - 自然空間としての阿蘇の国（S）
   - 阿蘇地域の歴史的背景（K)
   - 阿蘇カルデラ内部の社会経済的構造（L）
  - 付録
   - 文献目録
   - 地名及びに漢字目録
   - 人名、神名の書き方を含む目録
  - 図録
   - 後部に収められた 1–28 の図
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 ASO II（Pauer 1976）
  阿蘇地域の農具（P）
   - 序説
   - 農具の学術的な記録に関する基礎
   - 農具
    - 土の掘り起こし
     - 鍬
     - すき
    - 潅漑
    - 種まきや手入れ
    - 収穫
    - 脱穀
    - 鞍、畚などの運搬用具
   - 総括
    - 付録 
 ASO III（Slawik and Linhart 1982）
  荻の草 . 江戸期の開拓村における社会経済的構造（K）





















た。（クライナー 2000：154 － 163、Janata, Kreiner and Pauer 1969, 1971, 1973, 1976, Janata, 

















が取り掛かっている Aso 2.0 の出発点となった。
3.1．新たな阿蘇研究に至るまで
　新設の講義は著者が担当し、学生と二年にわたってワークショップ形式で様々な内容を扱っ




おいては Aso 1.0 の研究成果に注目し、どの様な形で Aso 2.0 へ取り組むべきかを探ったりし
た。






ヴィーン大学日本学研究所設立 50 周年記念の際に行われた Aso 1.0 をテーマにした展示の






（著者 2016 年 4 月 22 日撮影） 
ヴィーン大学日本学研究所設立 50 周年記念の際に行われた
Aso 1.0 をテーマにした展示の様子（著者 2015 年 4 月 15 日撮影）
れた。この式典の講演や、ヴィーン大学の阿蘇研究と関わっている学術的な背景をテーマに、


































































ヴィーン大学日本学研究所設立 50 周年記念の際に行われた Aso 1.0 をテーマにした展示の






（著者 2016 年 4 月 22 日撮影） ヴィーン大学日本学研究科による熊本地震支援活動










以前から三陸地方（Wilhelm 2005, 2009, 2018；Wilhelm and Delaney 2013 など）や秋田県の
山間部に位置する上小阿仁村八木沢集落（ヴィルヘルム 2018）を長年調査していたこともあ
り、可能な限り、初めて「田舎」に現地入りした同僚のサポートに当たった。また、マンツェ














2016 年 9 月 16 日から 23 日まで行われた西手野調査の模様 
（著者 2016 年 9 月 16 日山部邸にて撮影） 2016 年 9 月 16 日から 23 日まで行われた西手野調査の模様
（著者 2016 年 9 月 16 日山部邸にて撮影）
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して学生有志を集い、2018 年 7 月後半に阿蘇市内でヴィーン大学生によるサマースクールを実
施した。その直前の 6 月に著者が関東から一週間ほど研究滞在し、マンツェンライター及び上
野と共に準備したアンケートを配布・収集した。その結果は現在、解析中である。また、著者
は 2017 年 11 月と 2018 年 3 月には著者が阿蘇神社の禰宜で学芸員でもある池浦秀隆の寛大な
協力で、本来は法務局などで保管するはずの阿蘇地域における原野の払下げに関する明治期の
議事録の写しの作業に取り組んだ。これらはまったく手付かずの状態であるが、将来は現地に
おける草原関係者と共に解読会を開きたい。最後に、著者は 2019 年 4 月 1 日に環境省による
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  In 1968/69, members from the Institute for Japanese Studies 
conducted extensive field studies in the Aso region. These studies, 
however, ceased due to personnel transfers to other universities 
during the 1970ies and early 1980ies. In 2014, members of the 
successor organization – the Japanese Studies section of the 
Department for East Asian Studies at the University of Vienna 
– resumed social studies in Aso. The paper gives an overview of 
these new research activities denoted Aso 2.0 and reflects what has 
been done so far.
― 247 ―
